
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師80％
以上
〇１・２年生は佐賀県学習状況調査、３
年生はSAGAテストにおいて県平均以上

・校内研修の中で、マイプランを共有す
るとともに、取組の促進を図る。
・「授業づくりのステップ」等を活用した
り、授業について教師間で情報交換をし
たりしながら、授業改善に取り組む。 A

・７月アンケートで、「学力向上対策評価シート
のマイプランの成果指標を意識し、学習指導
に取り組んでいる」と答えた教師100％だっ
た。今後も授業研究会等を通して教師間で共
通理解を図りながら授業改善に取り組む。 A

・マイプランに示した成果指標の達成度が90％だっ
た。
・３年生のSAGAテストにおいて、全ての教科におい
て県平均を上回った。1、2年生においては、12月実
施の佐賀県学習状況調査において、１年生数学以外
の教科で県平均以上を達成することができた。
・校内研究の中で、教師同士で授業を参観し合い、
意見を交流し、授業改善をすることができた。

A

・マイプランを効果的に用いての取組が生徒の学力
向上につながっている。
・教師間の協働体制がうかがえて素晴らしい。
・今後も落ちこぼれのない学校をつくってもらいた
い。

学力向上

○主体的に学習に取り組む態度を向上
させるための「期待する学びの姿」を目
指した授業づくり
〇思考力・判断力・表現力を高めるため
の言語活動を充実させた授業づくり

〇「自分の考えを明確に表現することが
できたか」の質問に対して、肯定的な回
答をする生徒80％以上
〇「あなたは授業において毎時間めあて
をもって取り組み、積極的に学習できて
いるか」という質問に対して、肯定的な回
答をする生徒80％以上

・学ぶ意欲を高める課題の設定と見通し
がもてる単元計画を設定する。
・自分の考えを根拠を明確にして表現す
る言語活動を計画的に取り入れる。
・朝のスキルタイムの中でeライブラリを
活用した学び直しを行う。

A

・７月アンケートで、「授業では毎時間めあてを
もって取り組み、積極的に学習している」に肯
定的な回答する生徒88％で、成果指標を上
回った。今後も校内研で取り組んでいる「言語
活動を充実させた授業づくり」を推進する。 B

・12月アンケートで「自分の考えを発表することが
できたか」に肯定的な回答をする生徒は68％で、
成果指標を達成することができなかった。
・11月アンケートで「自分の考えを明確に表現す
ることができたか」の質問に対して、肯定的な回
答をする生徒が86％で成果指標を達成した。
・朝のスキルタイムの中で、eライブラリを活用し
た学び直しを行うことができた。

A

・めあてをもって積極的に学習に取り組んでいる生
徒が多い。
・自分の考えを発表する機会を増やし、生徒に自信
をつけてもらいたい。
・肯定的な回答が減ったとしても、生徒の向上心の
あらわれではないかと思う。

校内研究

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○「道徳の授業や人権等についての話
を聞くことにより、自分の考えをもち、人
権を尊重することを心がけるようになっ
た」と肯定的な回答をする生徒80％以上

・社会科と学年との連携により、部落問
題学習等について工夫し実践する。
・月に1回ふれあい集会を設定し、「いじ
め・命・人権」に関わる講話を教職員が
輪番制で行ったり、ローテーションによる
道徳授業を行ったりする。
・問題解決的な学習や体験的な学習な
どを取り入れた授業を行う。

A

・７月アンケートで、「道徳の授業や人権等に
ついての話を聞くことにより、自分の考えをも
ち、人権を尊重することを心がけるようになっ
た」に肯定的な回答をする生徒88％で、成果
指標を上回った。今後もふれあい集会や道徳
の授業等で豊かな心を育んでいきたい。 A

・11月アンケートで、「道徳の授業や人権等につ
いての話を聞くことにより、自分の考えをもち、人
権を尊重することを心がけるようになった」に肯
定的な回答をする生徒86％と、7月アンケートよ
りも減ったが、｢そう思わない｣と答える人数が減
少したことは、これまでの取組の成果と思われ
る。今後も、道徳の授業改善を図りながら、ふれ
あい集会や｢いじめ･いのちを考える日｣の取組を
継続していきたい。

A

・道徳の授業や人権教育に全職員で取り組んでい
る様子が伝わる。
・全職員がいじめの未然防止、早期発見、早期対応
のために連携して取り組んでいることで、生徒が安
心して生活することができている。 人権・同和教育　道徳教育

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教職員80％以上
〇Q-Uテストで学校生活不満足群の割
合が全国平均以下

・月に一度「心のアンケート」を行い、全
教職員に回覧する。
・毎月「生徒指導・校内支援協議会」を開
き，目指す子ども像にむかって適切な指
導・支援が行われているか確認する。
・生徒指導教育相談部会を毎週、いじめ
防止対策委員会を適宜開き、情報の共
有や対応を協議する。
・保健室来室時に健康相談を行い、担

A

・７月アンケートで、「いじめの未然防止、早期
発見、早期対応のため他の職員と連携して組
織的な取組を行っている」に肯定的な回答を
した教職員100％だった。生徒指導・教育相談
部会を毎週、いじめ防止対策委員会を適宜開
き、情報を共有し、組織として対応することが
できた。

A

・11月アンケートでも、「いじめの未然防止、早期
発見、早期対応のため他の職員と連携して組織
的な取組を行っている」に肯定的な回答をした教
職員100％だった。生徒指導・教育相談部会を毎
週、いじめ防止対策委員会を適宜開き、情報を
共有し、組織として対応することができた。
・Q-Uテストにおいて、学校生活不満足群の割合
が、全学年全国平均以下であった。

A

・「地域のために自分に何ができるのか」と生徒が
考える機会をもつことは、よいことだと思う。

生徒指導　教育相談

◎児童生徒が志をもって夢をかなえるた
め、教育環境を整え、一人一人に活力を
もたせる教育活動の充実

〇「自分にはよいところがある」に肯定的
な回答をする生徒80％以上
〇「地域や社会をよくするために何をす
べきか考えることがある」に肯定的な回
答をする生徒80％以上
○Q-Uアンケートで「将来の夢・目標」に
関する肯定的回答が全国平均以上

・感染予防対策を徹底し、保護者や地域
の方々（ゲストティーチャー）と連携した
活動を実施する。
・各種体験活動では、生徒に活動の見
通しと、学びの振り返りを行う活動を仕
組む。
・夢ノートで夢や目標を意識した毎学期
の目標を立て、逆向き設計の意識を育
てる。

B

・７月アンケートで、「自分にはよいところがあ
る」に肯定的な回答をした生徒76％で、成果
指標に及ばなかった。２学期の学校行事や体
験活動において、生徒一人一人に活躍の場を
設け、生徒が自己肯定感を高められるよう指
導する。
・「地域や社会をよくするために何をすべきか
考えることがある」に肯定的な回答をした生徒
は84％であった。

B

・「地域や社会をよくするために何をすべきか考える
ことがある」に肯定的な回答をした生徒は70％で、成
果指標に及ばなかった。総合的な学習の時間では、
地域学習を柱に据え、ゲストティーチャーと連携して
学習に取り組むことができた。今後は、「地域を考え
る」学習を仕組んでいく。
・Q-Uアンケートで「将来の夢・目標」に関する肯定的
回答が全学年で全国平均を上回っており、ゆめノート
による進路指導が効果的であったと思われる。

A

・生徒も地域のことを主体的に考える取組を期待す
る。
・家庭や地域の環境も影響すると思われる。
・一人一人の個性を大事に伸ばしてもらいたい。 キャリア教育　総合的な学

習

●健康・体つくり

●「運動習慣の改善や定着化」
●「望ましい生活習慣の形成」

●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で420分以上の生徒80％以
上
○体力テスト８項目中、５項目以上で全
国平均以上
●「健康に食事は大切である」と答える
生徒90％以上

・機会あるごとに運動やスポーツの意義
や大切さを指導し、アンケート（教職員、
保護者、生徒対象）で、80％以上の達成
を目指す。
・体育の授業の準備運動にランニングや
補強運動を取り入れ、体力の向上を図
る。
・学校給食週間に生徒会活動で食の大
切さを伝える取組を行う。

B

・体力テスト８項目において、３年生は７項目、
２年生は５項目全国平均を上回り、成果指標
を達成することができた。一方、１年生は全国
平均を上回った項目はなかった。今後、授業
や部活動等をとおして生徒の体力の向上に努
めたい。
・２年生において「健康に食事は大切である
か」とたずねたところ、100％の生徒が「大切で
ある」と答えた。

A

・授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間で
420分以上の生徒が75％だった。部活動未加入者に
対する運動習慣の手立てを講ずる必要がある。
・アンケートの結果、スポーツの意義や大切さを理解
していると答えた生徒は86％、保護者90％、教職員
90％だった。今後も、保健体育の授業、部活動だけ
でなく様々な活動の中で重要性を伝えていく。
・２年生において食事・健康に関する意識調査をおこ
なったところ、「健康でいるために食事は大切」に肯
定的な回答した生徒は100％であった。

A

・ここ数年コロナ禍のため体力づくりは難しかったと
思うが、結果から見ても意識は高い。
・体を動かすことや食事の大切さについて生徒が気
付いていけるように手立てがとられている。

保健　体育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
〇「タイムマネジメントを意識して、業務
改善に努めた」職員80％以上

・月曜日のノー部活デー、定時退勤日を
励行する。
・定期的に業務効率化についてのアイ
ディアを共有する機会を設け、職員の意
識向上を図る。 B

・時間外在校等時間の上限を遵守できた職員
は、４～７月の４ヶ月で58％だった。
・タイムマネジメントを意識して業務の効率化
を図り、時間外勤務の削減に努めた教職員
83％だった。今後もタイムマネジメントを意識
し、在校時間を減らすよう努めたい。

B

・時間外在校時間の上限を遵守できた職員は、
８～11月の４ヶ月で75％だった。また、全職員の
時間外勤務時間の平均は45時間以内だった。
・タイムマネジメントを意識して業務の効率化を
図り、時間外勤務の削減に努めた教職員50％
だった。タイムマネジメントへの意識の向上を図
りながら今後も時間外勤務の上限を遵守してい
きたい。

B

・任せられることは外部に任せられるとよいと思う。
・業務の効率化を心身の健康管理のためにも改革
してもらいたい。
・多くの業務を抱え、多忙だと思うが、各々の職員
がタイムマネジメントを意識しながら業務効率化の
ために努力していることがうかがえる。
・時間外勤務時間を減らし、自分の時間を多くつくっ
てもらいたい。

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○個に応じた教育の充実

○個々の違いを認識し、全ての生徒が
生き生きと活躍できるような環境を整え
る。
○ユニバーサルデザイン教育の視点に
立った学級経営・授業・学習環境になる
よう整備を行う。

○学校生活や授業について前向きな回
答をする生徒80％以上
○「教室が授業に集中できる環境であ
る」と回答する生徒80％以上

・生徒指導・校内支援協議会で「個別の
教育支援計画や「個別の指導計画」、
「個人カルテ」を活用して情報交換を行
い、誰もが同じ支援を行えるようにする。
・校内研究と連携しながら、授業の流れ
のUD化及び教室環境のUD化を図る。

A

・７月アンケートで、「教室は授業に集中できる
環境である」に肯定的な回答をした生徒96％
であった。授業の流れや教室環境のＵＤ化を
全職員共通の取組として行うことができた。 A

・11月アンケートで、「教室は授業に集中できる
環境である」に肯定的な回答をした生徒が90％
と、7月アンケートと比べて減少した。しかし、｢そ
う思わない｣と回答した生徒が0になったことは、
これまでの取組の成果だと考える。一人一台端
末の導入で、机上の整理が難しくなってきたが、
その点も含め、さらにUD化を進めていきたい。

A

・落ち着いて学習に取り組むことができる環境づくり
に努めてこられたことが、成果につながっている。
・今後も子どもたちが、安心安全な生活ができる環
境づくりに努めてもらいたい。 特別支援教育

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀市立松梅中学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上対策評価シートのマイプランの成果を意識した取組を促進した。今後は、主体的に学習に取り組む態度の育成について、小中連携した授業づくりを進める。

・いじめの早期発見・早期対応体制の充実を図ることができた。未然防止の取組を充実させることができた。

・業務改善の推進においては、目標達成率が低かった。今後は自己マネジメントを意識した業務の遂行を目指す。

２　学校教育目標 ふるさと松梅を担う心身ともに調和のとれた子どもの育成

３　本年度の重点目標

①社会に開かれた教育課程の実現

②学校運営協議会制度を生かした小中一貫教育の推進

③安心・安全な学校づくり（集団に不適応を起こしている児童生徒への対応）

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力の向上においては、校内研究の取組を中心に、思考力、判断力、表現力を高めるための言語活動を意識した共通実践を行った。学力向上対策評価シートのマイプランの成果を意識した取組を推進した。
・心の教育においては、いじめの早期発見、早期対応体制の充実を図ることができた。また、未然防止対策では、職員のローテーションによる講話やスクールカウンセラー・外部講師による講演会、さらには特別の教科道徳の授業等に全職員で取り組んだ。今後も本年度の取組を継続し
ていく中で、生徒の人権意識を向上させる。
・業務改善・教職員の働き方改革の推進においては時間外勤務時間の目標は達成できたが、タイムマネジメントの意識が低かった。今後はアイディアを共有し、タイムマネジメントを意識した業務効率化をさらに推進する。
・個に応じた教育の充実においては、ユニバーサルデザイン教育の視点に立った教育活動を実施し、全職員で生徒が授業に集中できる環境づくりを行った。今後も取組を充実させる。

学校関係者評価

●学力の向上

●心の教育

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


